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M V P満票、国民の誰もがすごいと思っている大谷翔平選手です。 今迄野球に関心ない人も興奮の堝

に入っているようです。二刀流という非常識を常識に変え、数々の怪我を乗り越えてきた超人的な力。幼

小・高校の野球の様子がニュース番組で放送されていました。日本人選手として、打ってよし投げてよし

のスーパースターの活躍ぶりは、今更いうまでもなくご存じかと思います。さらに、満票には礼儀正しさ

やマナー等の心の広さ温かさがあるからみたいです。相手選手の折れたバットを拾って渡す姿、・・・優し

い思いやりなど、野球の技術力だけではなく、その行動が誰からも好かれる存在になったのだと思います。

みんなに好かれ仕事を続け、人に知られるような人は思いやりや優しさが必須の条件としてあるようです。

この報道を聞き喜ぶとともに、わが幼稚園児に目がいきました。 

それは、生活発表会での練習の様子を見ていると大谷選手のように頑張っていると感じたからです。音

楽のリズム、歌詞、劇の台詞やその動き・表現等々、どの子も真剣な目で先生とのやり取り、指導を受け

頑張っているのがわかるからです。色々な場面で練習している中に、先生との目線に心奪われることが

多々ありました。なんと健気に一生懸命頑張っているのだろうと・・・。その誠実で礼儀正しさに感心し

てしまいました。みんな未来の大谷選手のような心の持ち主だと思ったのです。 

そして、園児が頑張れる理由にはおかべ幼稚園の先生方の存在があります。先生というのは、この幼時

期の子供たちにとって神様のような存在であると思います。そこには園児との絆がつくられているからで

す。今の時期でいうと、発表会や日常の園生活に必要な活動の様々なことを準備しつつも親切に教える姿

があります。優しく声をかけてくれる、具合が悪い時には気遣い対応してくれる。転んだときや泣いてい

るときは理由を聞き優しく励ましてくれる等々。また、いけないことをしたり、危ないこと、友達とのト

ラブルに気づいたりしたときは、叱ったり、正しく諭し教えてくれ、その反省を促す先生たちの存在です。

子供たちに寄り添い指導する、見えない糸ができているからだと思っています。 

さらにこれは、園の運営にいつもご理解・ご協力くださる PTA の役員・保護者の皆様の心が幼稚園を

支えて、子供たちをよりすくすく育てているのだと思っています。４月からのスタート(出会い)からみな

さんがよりよい幼稚園になるように願い、コロナ禍というマイナス要因にもかかわらず（行事変更、制限、

安全対策等 )々、一致協力してくれるからだと思います。それは、園児のあいさつ一つをとってみても、家

庭の子育に取り組む姿は、知識を学び(知るだけでなく)実践してくださるからです。園の目標や指導を伝

え、これが開花されるためには行動に移してくださる家庭があるからです。急なのに落ち葉清掃もみなさ

んの同一行動でやっていただけていることが成果の輪を広げていると思っています。 

12 月、まだまだ生活発表会、クリスマス会、預かり保育等、子供たちへの行事や指導は続きます。職

員一体となり努力していきますのでよろしくお願いします。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

「活学」、目標を立てたり学んだりするだけでなく、それ生かす実践がなければ目標達成や成果は現れま

せん。大谷選手はこんな目標を立て実践したようです。➀元気な声を出す ②キャッチボーをする  

➂毎日走る これを毎日続け反省し、お父さんがコメントを書いてくれたそうです。 

いつも楽しさいっぱい頑張っているみんな、先生に教えてもらったりやりたいことをどんどんやってみ

よう。そして、良いことは続けてみよう!決めたら続けることが大事です。 

 

令和3年12月1日 

おかべ幼稚園だより 



 

急なお願いですが、みらい幼児園と施設を共にし

その財産を教育に生かすため、落ち葉清掃をしてい

くことにしました。園を美しくする気持ち、冬の園児の安全な遊びや衛

生のためにも、自らの奉仕の心は大切だと思うからです。家に木々がな

く落ち葉清掃に縁がなく、やってみると意外と大変でもあり、また、発

見するものもあったようです。体験から学ぶ有り難さ。 

 

サッカーはやっぱり楽しいな、子供たちに人気のあるスポーツです。

サッカー型ボール教室を進めています。この時期のキックの力は腕の力

より発達しています。動き方も分かり、チームワークやボール操作(動

き)の向上、更に試合を通しての喜び・くやしさ・頑張り(精神力)など

も育っていくと思っています。冬でも楽しく進めていていきます。今は

対戦試合もできるようになりさらに、思い切り楽しんでいるきりん組さ

んたちです。 

     
勤労感謝訪問では楽しく、

びっくり、しっかりとできました。 

ホームページでも紹介しましたが、11/22(月)おかべ分署とおかべ公

民館へ勤労感謝訪問に行ってきました。私たちのために働く人々に感謝

の気持ちを表してきました。また、いろいろな体験もしてきました。そ

こでしっかりした姿を確認しましたのでお知らせします。それは、りす

組さんたちの長距離徒歩です。夏まではまだ体力や安全面で心配があり

また。しかし、みんなしっかりと行ってきました。また、きりん組さん

がりす組さんの手を握りリードしてくれました。安全に引っ張ってもら

える大きな力となっている姿に感動しました。きりん組さんはヤッパリ

おかべ幼稚園のよきお兄さんお姉さんです。 

〇今年も親子で赤い羽根の共同募金にご協力いただき有り難うご  

ざいました。HPでも紹介していますご覧ください。 

親子での募金の姿(福祉の心)はよかったです。 

１２月・１月   行 事 予 定 

12/2 木 生活発表会準備 

12/3 金 
生活発表会11:30降園 

特別預かり保育 

12/7 火 入園面接 14:00降園 

12/8 水 入園面接 14:00降園  

12/10 金 給食費納入日 

12/11 土 
みらい幼児園おかべ生

活発表会 

12/14 火 
ボール教室9:00  

職員研修会14:00降園 

12/15 水 絵画運搬公民館 

12/16 木 クリスマス会 9:20 

12/20 月 避難訓練（総合訓練） 

12/21 火 
安全点検日   

１２月誕生会 

12/24 金 
2学期終業式 １１：３０

降園 

12/25 土 冬季休業日開始 

12/27 月 冬休み預かり保育 

12/28 火 冬休み預かり保育 

1/1 土 元旦 

1/4 火 冬休み預かり保育 

1/5 水 冬休み預かり保育 

1/7 金 冬季休業日終了 

1/10 月 成人の日 

1/11 火 
3学期始業式 11:30降

園 

1/12 水 
給食開始・預かり一時預

かり開始・給食費納入日・

PTA理事会  

ねらい（３歳児） 

○自分のやりたいことやイメージを伝えたり、表現したり 

して友達と遊ぶ楽しさを味わう。 

○友達と一緒に体を十分に動かして遊ぶことを楽しむ。 

○冬の行事等を楽しみにし、参加することを喜ぶ。 

○季節の移り変わることを感じ、冬の生活の仕方を知る。 

ねらい（４歳児） 

○いろいろな遊びや興味をもち、思ったことを自分なりに表

現して楽しむ。 

○寒さに負けず、戸外で積極的に遊びを楽しむ。 

○身近な自然や生活の変化に気づき、冬の訪れを知る。 

ねらい（５歳児） 

○共通の目的に向かって、自分の考えを出し合い、責任をもって

遊びを進める楽しさを味わう。 

○真冬に向かう自然の変化や年末の出来事をみんなで話題にしな

がら、いろいろなことに関心をもつ。 


